
 

 

 

 

 

 

 

 

２３日（土）から冬休みです。今年は１７日間です。さあ、どう過ごしますか。３年生は、言うまでも

なく、入試に向けてラストスパートです。１・２年生は勉強と生活の習慣を崩さないことです。部活動

や習い事がある人は、勉強とのバランスを考えましょう。 

また、当たり前のことですが、中学生生活はその後の進路に大きく影響します。事件や事故に巻

き込まれないようにすることはもちろん、ネットトラブルなどにも十分気を付けましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

＜冬休みのポイント＞※「冬休みの生徒心得」をしっかり読みましょう。 

【1】 冬休みの計画について 

⑴ せっかくの休日です。計画的に過ごしましょう。 

① 読書を行いましょう。（普段は触れることの少ないジャンルの本にも挑戦しましょう） 

② 趣味や特技を楽しもう。 

③ 不得意教科の克服と得意教科をもっと伸ばそう。３年生は受験勉強に集中しよう。 

⑵ 計画の立て方 

① 毎日の学習時間を計画に入れ、１日の過ごし方を決めよう。 

② 早寝早起きを心がけ、睡眠を取り、規則正しい生活リズムが送れるようにしよう。 

【2】健康について 

● 冬休み中は生活が不規則になり体調も崩しやすいですね。次のことに心がけて、 健康の保持

増進に努めましょう。 

① 健康診断の結果、治療や通院を要するがまだ治療を受けていない人は、この時期に早めに

専門医の診断や治療を受けましよう。（歯科・視力その他） 

② 年末年始等、暴飲。暴食（ジュースなどの飲みすぎ、食べ過ぎ）をしない。 

③ インフルエンザ等に気を付けよう。（うがい、手洗い、消毒等） 

④ 自分の体に合った適切な運動をしよう。また、適度な休養と栄養をとろう。そして、体や服 装

を清潔に保ちましょう。 

 

【3】学習について 

⑴ 各教科からの宿題について 

① 計画表などに記入し、見やすい場所に置いて利用しよう。 

② 冬休みは短期間なので計画的に丁寧に取り組みましょう。 

③ 内容によって継続的に取り組むものを考えよう。 

⑵ 冬休み中は無理のないよう計画を立てて、毎日学習に励みましょう。 

① 不得意な教科・理解不足な教科を重点的に復習しよう。 

② 得意な教科をどんどん伸ばそう（予習もやってみよう）。 

【4】家庭生活について 

● 家族の生活をよくみつめ、自分が家で協力できること・役割を自覚しよう。 

① できることは進んで手伝いし、頼まれたら気持ちよく引き受けよう。 

② 掃除や洗濯、後片付けなどは頼まれなくても進んでやろう。 

③ お年玉等は、無駄遣いせず、必要に応じて計画的に使いましょう。 

④ 家族との団らんや思い出作りなど家族との時間を大切にしよう。 

【5】外出について 

● 冬休みは事件事故が多いので次の注意を必ず守ろう。 

① 外出するときは行き先、一緒に行く人、目的、帰宅時間などを必ず家族に知らせてから出かけ

よう。日没後の一人での夜間外出は危険です。（必ず保護者の方と一緒に） 

② 映画・演劇の鑑賞などはできるだけ家族と一緒に行こう。 

③ 中学生だけでの年末年始の各イベントや初詣への外出は控えましょう。 

④ 危険な場所、危険が予想される場所では遊ばない、行かない。 

⑤ 常に中学生として正しく責任ある行動を取るようにする。３年生は受験生ということを絶対に忘

れずに！！ 

⑥ 中学生だけで遊戯施設等へは立ち入らない。（カラオケボックス・ゲームセンター等の立 入り

の制限・禁止） 

⑦ 携帯電話の使用はルールとマナーを守ろう。（SNSのアクセス・中傷等） 

【６】交通事故防止について 

● 交通渋滞等で運転者も歩行者も注意を欠き、事故が多発する傾向にあるので注意すること。 

① 信号無視をしない。信号のない道路での横断には特に気を付けよう。 

② 自転車の二人乗りや乱暴な運転は絶対にしない。 

③ 自転車乗車の際は、整備確認（ブレーキ、ライト等）に努めよう。 

④ 人も自転車もせまい道から広い道に出る場合は気を付けよう。 

⑤ 道路や歩道等で遊ばない。たむろしない。 

⑥ 交通規則・交通道徳を守る。自転車の通行帯に注意しよう。 

【７】その他の安全面について 

● 生命にかかわることなので特に注意しよう。 

① 海、川、ため池等での魚釣りには絶対に生徒どうしや―人では行かない。（大人と同伴） 

② 不審者、不審車両等に十分気を付ける。もし、声をかけられるなどしても絶対に応じず、近くの

大人や店舗等へ助けを求める。その後、家族や学校へ速やかに連絡し 警察に対応してもらう。

（できれば、車やバイク等はナンバーや色、車種などを覚えておくとよい） 
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＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

冬休みを有意義に過ごそう！① 

◆冬休みは年末年始の行事（初詣など）などが多く、この時期ならではの経験が、たくさんできることで

しょう。この時期ならではの行事や伝統に触れるよい機会です。 

◆学校での当番活動の経験を生かし、自分にできそうなことを考えましょう。家族の一員として、責任を

もって役割を果たすことの大切さに気付いてほしいと思います。 

◆冬休みは、年末年始の行事などもあり、生活リズムが乱れがちです。旅行や外出を予定している家庭

もあるかもしれません。冬休みの家庭学習を考えながら、よりよい生活リズムや生活習慣を続けていき

ましょう。 


